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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって 

 

 

 研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原

理・現象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい

組み合わせを創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，

用途，方法等々を創出することである． 

 本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会

であるが，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展

を目指し，急激な変化に対応しようと心がけている． 

 すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技

術｣ 誌に掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載

された技術を取捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたもの

であるから，上述の視点から成書としての価値は高いといえるであろう． 

 さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権

威者に執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられるこ

とになったのは誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展

に寄与することは勿論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じてい

る． 

 

分離技術シリーズ出版委員会 

委員長 山 田   明 
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 本書は分離技術会主催の蒸留講習会で講演いただきました題目につき

まして，講演者の方々に当時の内容をベースとして新たな情報を盛り込

んで寄稿いただき再編したものです．対象分野としては基本物性，プロ

セス設計，シミュレーション，蒸留塔インターナル，トラブルシュー

ティング，膜分離，吸着等 他の分離技術との複合による応用，蒸留設

備に付帯する設備の技術情報など多岐にわたります．本講演会の主旨と

して，より現場に近く実務に役立つことを重視した内容となっておりま

す．私自身も 2007 年から 13 年間ほど蒸留企画委員として本講習会に携

わらせていただきました．最初は市原蒸留塔めぐりと題して弊社市原工

場および丸善石油化学様の工場見学会でした．その後も，企画委員会や

参加者の皆様のご意見を参考に多くの講習会を実施させていただき，そ

の間のいろいろな方々との交流などから，多くの知識と経験を得ること

ができました．蒸留はエネルギー多消費型の単位操作ではありますが，

適用分野が広くあらゆる分離操作において，いまだ最も重要な技術の一

つです．脱炭素社会に向けて化学産業がなすべきことは非常に大きなも

のがあり，蒸留技術もさらなる進化が求められます．本書がその一助に

なりましたら幸いです． 

 本書を出版するにあたり，講演者の方々，講習会に参加いただきまし

た方々，企画委員会にて共に運営いただきました皆様に深く感謝申し上

げます．分離技術会のさらなる発展と，本蒸留講習会が継続して社会貢

献できることを祈念しております． 

 

日本リファイン株式会社 小 田 昭 昌 
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